
感染症救急搬送サーベイランスの概要について
事業の目的

○ 新興・再興感染症の流行
・ 高病原性鳥インフルエンザの世界的な流行
・ 新型インフルエンザ発生の脅威
・ 新型コロナウイルス感染症の世界的な流行

都民の生命を脅かす健康危機

健康危機管理体制の強化の必要性

救急搬送サーベイランスの実施
保健医療局、東京消防庁、医療機関、保健所が
連携し、感染症危機管理の新たな仕組みを構築

救急搬送時における患者の症状等の情報を迅速に収
集・解析することにより、異常な発生を探知

感染症法等に基づく
迅速な対応

救急隊員、医療従事者の
安全確保

〇 都民への被害の広がりを最小限に抑える

事業実施方法

感染症救急搬送サーベイランスの仕組み（イメージ）

新興感染症等の発生を
いち早く探知

※赤色の網掛け部分は、システムにおいて異常探知後の対応

〇東京消防庁と連携し、救急
搬送情報を迅速に収集・解析

資料２

都防疫課

都防疫課



運用経過

平成１９年度 平成２０年度 平成２１年度 平成２２年度 平成２３年度
～平成２８年度

平成２９年度 平成３０年度 令和元年度 令和２年度～
令和５年度

調整

東京消防庁システム改修

解析システム
開発・設置

解析システムの運用改修
（地図システム）

モデル地区
２地区指定

モデル地区
シミュレー
ション１回

準備委員会の設置（仕組みづくり、モデル地区の選定、内容の検証）

対応マニュアル
の内容検討

対応マニュアル
の作成手続 対応マニュアルの施行

対応マニュア
ルの改訂手続

東京消防庁 新システムの運用

解析（地図）システム運用

解析(地図)システム
の活用方法の検討・

操作方法周知
全都で運用

システム改修
（統計ソフト

更新）

運用委員会の設置・開催（異常値の検証等）

対応マニュアル（改訂版）の施行

保健所向け業務説明会での周知

WEB会議での対応事例の共有


